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The present study was conducted to examine the cognitive aspects of anti-norm deviant 

behaviors in female college students. 262 subjects were requested to complete the questionnaire 

on attitude or cognition toward 30 deviant behaviors from three different viewpoints such as 

(1) how often they think they themselves deviate from those norms， (2)how often they think 

their ordinary classmates deviate from those norms， and (3) how often their ordinary teachers 

imagine they deviate from those norms. The main findings are as follows: (1)Female college 

students admit their inclination to deviation from norms in school， but they believe that such 

behaviors are not so deviant by nature. (2)They think that they themselves are more nor-

mative than their ordinary classmates. (3) They think that their teachers have worse impression 

on their norm consciosness than they really are. These results suggest that the bad images of 

female college students toward their classmates and teachers implies their feelings of maladjust“ 

ment to their own college. 

緒言

近年，若者の規範;窓識の低下が問題にされることが多い.そしてその若者の代表として大学生の意識や態度が

ひきあいに出され，間是霊化される rレジャ…ランド化した大学Jr勉強するつもりは初めからなく，公認された

4年間の休暇のつもりで大学に入学してくる大学生Jrパイトに縞を出す大学生J r高価なブランド品で身を悶め

た女子大学生J などと，マスコミを通して諮られる大学生像は，大学生の一般的なイメージとして定着してしま

っている.しかしこの大学生像は一簡の真実を表わしてはいても，それによって日本の大学生のすべてを諮って

しまうことには，一般的な大学生の実像を見誤る危険性がつきまとう.

また大学や大学生を諮るとき，それらをとりまく社会や環境の急激な変化を忘れて，依然として r学術の深

奥を右翼める高等教育機関」が大学であるという，ひと昔前のプカデミズムの牙城としての大学のイメージを前擬

として，その最高学府に学ぶ大学生というイメージで現代の大学生吉見ている.そしてその理想の(あるいは過

去にそうであった)大学生像と現代の大学生像とのギャップの大きさに，ことさら驚き，嘆くとL、う凶式が，現

代の大学生に対する批判の一般的パターンである.

篠かに学校教育法第 52条には，大学の臼的・教育目標は「学術の中心として，広く知識を授けるとともに，
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深く専門の学芸を教授研究し，知的，道徳的及び応用的能力を展開させることJであると述べられている.しか

し大学への進学率が 35070 を越え，大衆化した現代の大学にあっては，このi言葉がL 、かに笠虚に設~'"、てくるこ

とか.大学進学率の上昇は大学の大衆化さと推し進め，その過稼で大学の差別化が急速に進行した.その結果，従

来のアカデミッグな学問研究は，一部の限られた大学に任せて，その他の多くの大学は，学生のレベノレとニーズ

にそうかたちで，資格-技術の獲得をめざした突銭的な職業教育にそのカザキュラムを傾斜させていっているの

が現状である.つまり現在，大学においてアカデミズム震視からコンシュー γ リズム震祝への転換が急速に進行

しつつあるのである.

このような大学の内部環境の変化，および大学をとりまく外部潔境の変化が，そこに所属する大学生の窓識や

態度に大きな変化をもたらしたとしてもそれはなんの不思議でもない.大学生がエリートであり I大学卒」と

L 、う薦書が，その後の人生における成功と幸福を約束する手形でありえた過去の時代と，大学生であること，あ

るいは大学卒であることが例の特別な付加価値を与えない現代とでは，同じ大学生であっても，そこに意識，態

度，価値観などに相逮が~られることはしごく当然のことであると息われる.

現在のマスコミ論調，そして世論の大勢を宛てみると，そのような大学生の意識の「変化」を， I務黙のうちに

意識の「低下Jと読み替えてしまっているように思われる.しかしすべての「変化」が「低下J であるはずはな

い.そこで現代の若翁の意識が本当に変化しているのかどうか，そしてもし変化しているのなら，その「変イし

を一括して「低下J と呼ぶことが巣して妥当なのかどうか，という点についてここで改めて検討してみることは，

現代の若者の実像に迫る上で震姿な意義なもつものと考える.そこで本研究では，現代の女子大学生の規範意識

に焦点を当て，その分析な通して，その背後にある若者の意識の「変化」の解明を行なL、tc.¥'、と考える.

本研究の直接の先行研究である安藤明人(1990a)りでは，男子大学生と女子大学生の場合で，反社会規範行為

の許容度に関してどのように主主なった認知をしているか，という観点から女子大学生の規範意識について検討が

なされた.その結果，①悶じ反社会規範行為をしても，反法的，N.社会的慣潔，反家庭内の 3つの規範行為にお

いては，女子大学生の方が有意に許容度が{尽く，反学校内規範行為におし、てのみ，男女間の許容度に有窓室長はみ

られない，窃このような規範行為に関する伎の迷いによる認知の相違(つまり，ダフツレ・スタンダード)が大き

い女子大学生は，それが小さい女子大学生と比較して，女子大学生の反社会規範行為に対する認知には去をがみら

れないが，努子大学生の反社会規範行為に対しては，有意、にtI-い(つまり許容度が潟L、)認知をもっている，こ

となどが切らかにされた.

そこで本研究では I自己の反社会規範行為j，I他の学生の反社会士見範行為j，I教師が学生の反社会規範行為

に対していだいているイメージムそれぞれに対して女子大学生がもっている認知を明らかにし，その 3:'j号の間

の認、知的ギャップの分析を通して，女子大学生の規範意識の態様を明らかにすることをお的とする

方法

被験者および調査の実施

調査は，私立大学および短期大学部の学生 262名を対象として r"女子大学生の行動に関する調査」の名nで，

1989年 12月から 1990年 1月にかけて，無記名方式で実施された.なおこのうちの 142名については， 1989年

4月から 5月にかけて実施した「女子大学生の生活意識調査j (安藤， 1990b)2)の被験者にもなっており， 2つ

の調査に共通する本人しかわからない結唱番号の照合により，その調査でえられた人格特性に関する結果と規範

意識との関連について調べることが可能となっているー

調査の内容

分析対象とした規範行為は，女子大学生の日常生活にかかわりが深く，一般にそれを守ることが期待されてい

る行為であるが，そこから逸脱する可能性ーが比較的高いと推測される行為 30項日である.調王まではこれらの項

目は，反社会規範行為として被験者に提示され，これに対する意識・態度が調べられた.このN.1士会規範行為は，

清水賢二(1989)3)の分類にしたがって，反法的規範行為 (4項目)，反社会的慣習行為 (6項目)，反学校内規

範行為(12項目)，反家庭内規範行為 (8項目)，に分類された.

これら 30項段の反社会規範行為に対する被験者の意識・態度について，次の 4つの観点から回答が求められ

た.①女子大学生の場合と努子大学生の場合のそれぞれについて，そのような行為がどの程度許容されると思う
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か cr許されるJ 1やや許されるJ 1やや許されなし、J 1許されなし、J の4件法による回答).②同じ大学の普通の

平均的な学生がそのような行為を現実にどの程度していると思うか (1ょくするJ 1ときにはするJ rほとんどし

ないJ r全くしな~'J のヰ件法による問答) .③平均的な教師は，平均的な学生がそのような行為をどの程度し

ていると考えていると思うか (1ょくするJ rときにはするJ 1ほとんどしな ~'J r全くしなし、」の 4件法による問

答).③被験者本人が，そのような行為を現実にどの程度しているか (1ょくするJ rときにはするJ 1ほとんど

しなし、J 1全くしたことがな~'J の 4 件法による問答) .なお告については，問答するのに問題があると盟、われ

た4項目をあらかじめ削除し，更にNA欄も設けた.

なお 1女子大学生の生活意識調査」において，被験者の人格特性を調べるために用いられた尺度の詳細につ

いては，安藤(1990a)l)，安藤(l990b)2)を参照されたい.

結果と考察

反社会規範行為をどの程度行なっているか

まず最初に，女子大学生が実際に反社会規範行為をどの程度行なっているかについて検討してみる.本研究で

取り上げた 30の反社会規範行為のうち，@]答を求めるのに防題があると忠、われた4項目 (Table1参照)を除い

た 26項目について，このような反社会競範行為を自分が日常どの程度しているかについて尋ねた.その結果

がTable1に示されている.ここに示された数伎は 1ょくする」を 1点 rときどきする」を 2点 rほとんど

しな ~'J を 3 点、 1全くしな~'J を 4 点、として計算されたものであり，したがって，この数値が低いほどそのよ

うな反社会規範行為の実行率が高いことを意味している.これによると，平均評点が 3点以上の実行率が低い反

社会規範行為は rタバコをすう J (3.86)， 1テストでカンニングをするJ (3.85)， r借りたものを返さな ~'J

(3.58) ， 1代返・代筆をする J (3.39)， r理痴を偽って親から金をもらう J (3.24)， r教室にゴミを捨てる」

(3.13)， 1綴に隠れて特定の異性と交際するJ (3.04)の7項自であった.これに対して，王子均評点が 2点未満の

実行喜界が潟い反社会規範行為は r授業中に私語をするJ (1.84)， r勉強しな"J (1.97)， r陰で先生の窓口を

言う J (1.99)の3項目であった.この 3項目はし、ずれも反学校内規範に分類されるものであることに注目する

必要がある.

規範からの逸脱が多い行為は，一般に規範そのものに問題があると認知される傾向にあり， したがってその鏡

範からの逸脱がそれほど怒いことであるとは認知されていない場合が多い また人々がそのような規範に向調す

る場合でも，その規絡を内面的に受容したからではなく，なんらかの社会的強制カを伴う~定的サンタヅョン(た

とえば，罰)によって向調させられているのだとL寸意識をもっている場合が多い.このことを考えると，この

3項目については，女子大学生は，規範そのものに問題を感じその規範から逸脱することにそれほどの罪悪感

を感じていないのかもしれない.

次に，反社会規範行為の実行の程度と人格特性との間の関連について検討してみる.規範意識の弱ままの被験者

の中で，問時に「生活意識調査」の被験者でもある 142名を対象として，以下のような上位一下位分析により，

両者聞の関連性について検討を行なった.

反社会規範行為の実行の程度を点数化した値を 26項目について合計し，その合計値をもって，各個人の反

社会規範行為の実行の程度を示す指標とした.この{箆は低いほど，その被験者が反社会規範行為をよく行なうこ

とを意味している 142名の乎均値は 68.5(SD=1O.l)，最潟が 91，最低が 37であった.この中から，得点合

計が上位 25070 にはいる者 (N=32，得点範問は 78~9l)と，下位 25% にはいる者 (N=31，得点、範鴎は 37~64)

を抽出し，前者を規範遵守若手，後者宅ピ規範逸脱群と名付けた.そして，規範遵守群と規範逸脱鮮の間で人格特性

にどのような遠いがみられるか 25の下位尺度について比較検討を行なった.

その結果，独自性欲求と神経症傾向の 2つの尺度において，間若手の再選に 5%水準の有意差がみられ，自己充足

性，伝統志向性，妥当伎の 3つの尺度において傾向義が認められた 1ユニークでありたL、」とL、う欲求の強さ

を測定する独自性欲求尺度では，規範逸脱群のほうがその欲求が有意に強く(規範遵守群;記=85ふ SD=11.8，

規範逸脱群;元=92.0，SD=11.6， t=2.07， p<0.05) ，このことから，規範からの逸脱は単なる放縦ではなく，人

間本来の「ユユークでありたL、」とL、う根源的な欲求の強さと関連していることが示唆された.

神経症傾向は規範逸Ir見群のガが有窓に高いが(鋭範遵守若手;記口4.19，SD=2.21 ，規範逸脱群;記=5.65，
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Table 1. Cognition toward 30 anti-norm deviant behaviors from three different viewpoints 

王子均的女子大学生教師がし、だくイメ 自己に関する認知

項
に隠する認知 一ジに関する認知

# 分類 目

N X SD N X SD N X SD 

l 学校陰で先生の慾口を言う 262 1.61 0.54 260 1. 70 0.56 262 1.99 0.58 

2 家庭家の手伝いをしない 262 2.31 0.69 260 2.25 0.74 261 2.41 0.77 

3 ~交際理由を偽って親から金をもらう 262 2.60 0.81 259 2.55 0.77 262 3.24 0.82 

4 学校代返・代筆をする 262 2.45 0.84 259 2.21 0.79 262 3.39 0.78 

5 1慣習遅くまで夜遊びをする 262 2.15 0.68 260 1.97 0.66 262 2.68 0.85 

6 学校学校で決められた制服を着なL、(奨装) 262 1.76 0.80 260 1.60 0.76 262 2.47 0.91 

7 告書官ヨ借りたものを返さない 262 3.18 0.69 260 3.24 0.73 261 3.58 0.62 

8 法 人のものを資む 261 3.60 0.64 260 3.47 0.70 

9 慣習約束の集合時聞に遅れる 261 2.41 0.69 260 2.37 0.74 260 2.65 0.79 

10慣習電車やパスなどでお年寄りに腐をゆずらない 261 2.18 0.68 260 2.22 0.78 261 2.28 0.72 

11 学校先生の言うことに従わない 262 2.28 0.70 260 1.98 0.81 262 2.61 0.70 

12学校勉強しない 261 2.07 0.72 260 1.97 0.81 262 1.97 0.71 

13 法 長言号無視をする 261 2.00 0.73 260 2.19 0.81 262 2.12 0.81 

14 a家庭母親に反抗する 262 2.14 0.64 259 2.27 0.68 260 2.27 0.75 

15 a家庭親に隠れて特定の異性と交際する 262 2.11 0.83 260 2.03 0.73 258 3.04 1.00 

16学校テストでカンニングをする 261 3.44 0.67 260 3.13 0.80 260 3.85 0.46 

17家庭殺のいいっけに従わない 261 2.22 0.66 259 2.21 0.71 261 2.39 0.73 

18学校学友会行事に参加しない 262 2.07 0.80 259 2.08 0.86 261 2.64 0.94 

19 il家庭父親に反抗する 262 2.29 0.72- 260 2.37 0.74 260 2.54 0.84 

20 法 20歳未満の大学生が泌を飲む 262 1.47 0.63 260 1.52 0.69 260 2.07 0.83 

21 ~家庭遊んでし、て芸誌の門限に遅れる 262 1.98 0.73 260 1.97 0.79 260 2.62 0.91 

22家庭童話の反対を押し切って恋人とi湾綾する 262 3.37 0.65 258 3.22 0.71 一一一一一

23学校大学行事に参加しない 262 2.03 0.85 260 2.02 0.84 260 2.36 0.92 

24学校総裁をさぼる 262 2.05 0.72 259 1.93 0.76 261 2.70 0.86 

25程変習ニ人の俗jで結婚を約束した恋人とセックスセする 258 2.36 0.86 258 2.48 0.82 一一一

26学校気に入らない人(やさ主)と話をしない 260 2.30 0.78 259 2.44 0.74 260 2.66 0.83 

27学校授業中に私語をする 262 1.49 0.61 259 1.28 0.58 262 1.84 0.64 

28慣習知り合ってまだ日が浅い異伎の友途とセックスをする 261 3.15 0.72 259 3.12 0.74 

29 法 20歳未満の大学生がタバコをすう 262 2.53 0.91 260 2.40 0.86 261 3.86 0.51 

30学校教室にゴミを捨てる 262 2.10 0.86 260 1.74 0.83 262 3.13 0.75 

注)平均評点は Iょくする」を1点 rときにはするJ を2点 rほとんどしなL、」を3点 I全くしなし、」を4点，として

計算された伎である

SD=3.18， t=2.12， p<0.05) ，これが霞接反社会規範行為の実行と関連しているかどうかについては，これだ

けの資料では判断がむずかしい.

平均約女子大学生は反社会規範行為をどの程度行なっていると認知しているか

次に，自分と同じ大学に所腐する平均的な女子大学生の反社会規範行為について，被験者となった大学生はど

のように認知しているのであろうか

Table 1 に示された結架から，平均評点が 3点以上で，そのような反社会規範行為はあまりしないであろう

と認知されている宅健闘をリストアップしてみると I人のものを盗むJ (3.60)， Iテストでカンニングをする」

(3.44)， r親の反対を押し切って恋人と向接するJ (3.37)， I借りたものを返さなし、J (3.18)， 1-知り合ってま
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だ日が浅い奥伎の友達とセックスをするJ (3.15)，の 5項8があげられる.このうちの 2項目は(他の 3項践

は，回答を求めるには問題があるとして，実行率の質問項目からは事前に除外されていたわうたの分析で現実の

実行の程度についても 3点、以上を示し，逸脱する程度が低かった項践である.したがって，これらの規範行為は，

女子大学生にとって規範伎が強く，そこからの逸脱行為には否定的なサンタションが強く働くものと認知されて

いるといえる.そのために，自分もそのような反社会規範行為を実際にしないし自分以外の他の女子大学生も

そのような行為はしないと考えられているのであろう.

王子均評点、が 2点未満で，普通の女子大学生であったらするだろうと認告白されている反社会幾範行為は r澗を

飲むJ (1.47)， r授業中に私誌をするJ (1.49)， r陰で先生の怒ロをぎう J (1.61)， r学校で決められた制服を

着なし、(奥装 )J(1.76)，r遊んでいて家の門限に遂れるJ (1.98)，の 5宅資自であった.これらの項目は，女子

大学生にとって競範伎が弱いと認知されている反社会規範行為であり，実際，これらの反社会規範行為の実行率

を見てみると，総体的に低い{疫を示している.しかしいずれの項闘についても，実行率のほうが儀が大きくなっ

ており，このことから，これらの反社会規範行為については自分もするが，他の学生のガがもっとするだろうと

認知されているごとがわかり，興味深い.つまり，今聞の研究対象になった学生は，自分の所属する大学の仲間

の規範性について，より厳しい見方をしているといえる.このような問じ築団に所属する仲間に対する低い評価

は，そのような評倣を下す学生の叙ijの，自分の所E芸大学に対する不適応感を表わしたものとも解釈できる.

それでは，所属大学の仲間の規範性に対する認知と認知する側の人格特性との間にはなんらかの関連性がみら

れるであろうか 142名の学生を対象として，次にその点について分析してみる.

方法は，前の笑行率と人格特性との関連の分析と向様に上位一下位分析を用いた.まず 30項目の合計評点

(元=68.9，SD=12.7)のj二佼，下位それぞれ 250/0の学生を抽出し，上位 25%を「好怒群J (N=35， 得点範間

は 78~104) ，下位 25怖を「非好意群J (N口34， 得点範阪は 41~58) と名付けた.そして好窓群と非好意若手の

聞で，人格特性を比較した.

雨若手間の人格特性に統計的な有意援がみられた下位尺伎は，社会不安(好意群;五=19.3，SD=4.74 ，非!fH主

君手記=17.1，SD=3.60， t=2.14， p<0.05) ，無力感(~子窓群;元 18.3 ， SD=4.31，非好意群元 16.2，SD=4.1O， 

t=2.04， p<0.05) ，の 2項目であった.また，穣磁性は非好意群の方が強く(好意若手 ;x口9.5，SD口2.16，非好

意若手元口10.4， SD=1.80， t=1.93， p<O.J)，心気症傾向は好意群の方が強い(好意若手;元出3.94，SD口2.68，非

好意群記=2.73，SD口2.38，t=1.94， p<O.J)傾向がみられた.

これらの結果を総合すると，同じ大学の仲間の規範伎を高く評倒している好意;群の学生ほど，社会不安，無力

感，心気症傾向が強く，積極性が低い傾向にあり，このことからこれらの学生は不適応感を強くもっていること

が推測される.好意群の学生が，自分以外の他の学生の規範伎を高く評価することは，突は，自分を低くしか評

価できないことの袈返しなのかもしれない.

教師が学生の反社会規範行為の実行に対していだいているイメージをどのように認知しているか

いままで，自己の反社会規範行為に対する認知，似の学生の反社会規範行為に対する認知，とみてきたが，最

後に，学生の反社会規範行為の実行について教師がどのようなイメ…ジをいだいていると，学生が認知している

かについて検討してみる.つまりこれは，女子大学生の規範窓識を，反社会規範行為について，自分たち学生が

教姉からどのような日でみられていると思っているか，という観点から分析しようとするものである.

いままでと同じ 30の反社会規範行為について，上述の「教師のイメージにある女子大学生」という観点、から

学生に回答を求めた.その結架がTable1に示されている.王子均評点、が 3点以上で，教師によって女子大学生は

あまりしないで‘あろうというイメージでみられていると思っている反社会規範行為は，平均的学生の反社会規範

行為に対する認知の場合と全く向じ 5項目であった.したがって r人のものを盗むJ I借りたものを返さなし、」

「親の反対を押し切って恋人と同棲するJ rテストでカンニングきとするJ r知り合ってまだ日が浅い奨伎の友途と

セックスをする」の 5つの反社会規範行為については，女子大学生は，自分はもちろんしないし，他の学生もし

ないであろうし，教師もしないとみ
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未満を基準にワストアップすると i私語をするJ (1.28)， i滋を飲むJ (1.52)， ilb問良を着なし、J (1.60)， i先

生の態ロを言う J (1.70)， iゴミを姶てるJ (1.74)， r講義をさぼるJ (1.93)， r夜遊びをするJ (1.97)， r勉

強しないJ (1.97)， r家の門限に遅れるJ (1.97)， r先生の言うことに従わなし、J (1.98)，と 10項目もあげら

れる.このことから，被験者となった女子大学生は，自分たちが教師から規範を守らないと宛られている，と認

知していることがわかる.つまり，教師は自分たちの線総怒識について低い評価しか与えていないだろうと想像

しているのである.この点については，あとのところで，自己の反社会規範行為に対する認知，他の学生の反社

会規範行為に対する認知，そして数邸による学生の反社会規範行為に対する認知についての学生の認知，の数値

をそれぞれ比較することにより，更に詳細に分析する.

自分たち女子大学生の競範意識は，教師から良くみられていると認知するか， 25、くみられていると認知するか

の途いは，認知主体の女子大学生の人絡特性と関連しているのであろうか.この点について，次に検討する.方

法は，前と同じ上位 下位分析による. 30項目の合計評点(元口67.1，SD口13.4)の高い者，つまり自分たち女

子大学生の規範行為に対して教師は良いイメージをいだいていると認知しているえ雪上位 25070を「良群J

(N=33， 得点範聞は 77~102) とし，下位 25%(教帥は態、いイメージをいだいていると認知している者)'a: r怒

群J (N=37， 得点範腐は 43~58) として，両若手間の人格特性を比較した.その結果， LSO-E(孤独感)と女

性的性役割への不適応感の 2つの下依尺度に傾向遣をがみられただけで，反省:会規範行為に対する教師イメージの

認知と認知主体の人絡特性との間には，はっきりとした関連性は見いだせなかった.

平均的女子大学生の反社会規範行為に関する認知と教師の学生の反社会規範行為に対するイメージに欝ずる認知

との比較

問じ大学に所属する平均的女子大学生の反社会規範行為に関する認知と教師の学生の反社会規範行為に対して

いだいているイメージに関する認知の間に，ギャップが存在するかどうかを検討するために 30項目の反社会

規範行為に対する平均評点を問者間で比較した.

その結果，持者間に統計的に有意な認知的ギャップが認められたのは 12項目であった.このうち 9項目 (r代

返・代筆をするJ r夜遊びをするJr制服を着なL、J r人のものを盗むJr先生の言う.ことに従わなし、J iテストで

カンニングなするJr親の反対を押し切って恋人を間後するJ r私認さどするJ r教護にゴミを捨てるJ )は王子均的

女子大学生の反社会規範行為についての評点の方が高く，したがってこれらの項目は，教締が思っているほど平

均的女子大学生はそのような行為なしていない，と女子大学生に認知されている反社会規範行為であるといえる.

ここで，この内の 6宅質問までが反学校内規範に腐する項目であることに注目する必要さがある.この反社会規範行

為に関する認知的ギャップは，視点を変えれば，女子大学生は学校での行動について自分たちが教師から信用さ

れていないと認知していることを示唆するものであるといえる.ここに女子大学生が教師に対していだいている

ある穫の不信感な読みとることができる.この「自分たちは理解されていなし、」とL、う学生側の気持ちが，教師

と学生とのコミュニケーションをむずかしくしている原悶であるのかもしれない.

一方，教師が思っている以上に規範から逸脱している学生が多いと認知されている項目は i信号無視J i母親

に反抗するJ i気に入らない人(学生)と話をしなし、」の 3項目であった.

王子均約女子大学生の反社会規範行為に関する認知と自己の反社会規範行為に関する認知との比較

次に，自分と問じ大学に学ぶ王子均的女子大学生の反社会規範行為に対しでもってし、るイメージと自分自身の反

社会規範行為に関する認知とが，どのような関係にあるか検討してみる.そこで 26項百(前述したように，自

白の反社会規範行為に関しては 4つの項目が質問から除外された)の反社会規範行為に対する平均評点を比較

することによって，自巴の行為と仲間の行為との腐の認知的ギャップがどのような形で存在しているかを明らか

にしようとした.

その結果 26項目中 22項自について，統計的に有意な認知的ギャップが見いだされた.この認知的ギャップ

の統計的な脊窓水準は r母親に反抗する」が 5%，r親の言いつけに従わない」が 1%であって，それ以外の

20の反社会規範行為については 0.1%水準となっている.このことから，この白日の規範行為と仲間の規範行

為の簡に存在する認知的ギャップは，きわめて大きなものであることがわかる.そしてその 22の反社会規範行

為のすべてについて，平均約女子大学生に対する王子均評点よりも自己に対する平均評点の方が有志:にi高くなって

いた.このことは，被験者が，平均的女子大学生に比べて，自分自身は反社会規範行為をあまりしないと認知し
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ていることを意味している.つまり，被験者となった多くの女子大学生が，自分はしっかりと規範を守っている

のに，自分以外の学生はあまり規範を守ろうとしない，とL、う認知をもっていることをこの結果は示唆している

といえる.

反社会規範行為に関する自己と仲間の学生との間に認知的ギャップが見られない項自は r家の手伝いをしな

いJ r電率やパスなどでお年寄りに席を談らな'-'Jr勉強しなし、J r信号無視をする」の 4項目であった.これら

は，いずれも「自分もそう(反規範的)であるが，他の学生も同じで、ある」というように，そのような反社会規

範行為をよくするという点で認知が一致している.

以上の結果から，たとえば「今の女子大学生は規範意識が低'-'J とマスコミで非難されたり rこの大学の学

生は授業中に私語が多L、」と教師から主主意を受けたとしても，この非難や注意を多くの女子大学生はひとごとの

ように受けとめて，自分自身の問題としては窓識化していない可能性が示唆される.

教師の学生の反社会規範行為に対するイメージに関する認知と自己の反役会規範行為に関する認知との比較

最後に，教師が自分たち女子大学生の反社会規範行為についてどのようなイメージでみているかという認知と，

自己の反社会規範行為に隠する認知とがどのような関係にあるか検討する. 26項目の反社会規範行為について，

教師イメージとして認知された平均評点と，自巴の反社会規範行為についての王子均評点との比較を行なった.

その結果 26宅建良中 22項目においてきわめて大きな認知的ギャップが認められた.そして，この 22のすべ

ての反社会規範行為におし、て，教師イメージについて認知された平均評点よりも，自己に関する平均評点の方が

有窓に高くなっていた.このことから，被験者は，教師は自分たち女子大学生がそのような反社会規範行為をよ

くすると怒っているだろうが，自分はそのような行為はあまりしない，と考えていることがわかる.ここには，

自分たちは，教師からあまり良くみられていない，とL、う女子大学生の窓識が反映されているものと解釈できる.

教締イメージの認知と自己認知との閤にギャップがみられなかった項院は rお年寄りに符を談らな'-'Jr勉強

しなし、Jr信号然視なするJr母親に反抗する」の 4項目で，これは女子大学生自身がそのような行為さどすること

を認めているために，総体的に低い評価しか自分たち学生にケえていないという教師イメージの認知と，自己認

知との関にギャップが見られなかったので、あろう.

まとめ

安藤(1990a)りは，女子大学生の規範意識には，男性の場合と女性の場合で異なった基準(すなわち，ダフツレ

・スタンード)が働いていることを明らかにした.本研究では，その知見を受けて，反社会規範行為念行なう程

度に関する認、知とL、う仮ij蘭から，女子大学生の規鋭意識の態様を検討した.つまり，自分が行なっている茂投会

規範行為に関する認知， ~也の王子均的な女子大学生が行なっている反社会規範行為に関する認知，教締が学生の反

社会規範行為についていだいているであろうイメージに関する認知，という 3つの異なる視点から，女子大学生

の規範行為に対する認知を調べ，それらの認知の異向を相互に比較検討することにより，複雑な競範意識の構造

に迫ろうと考えたのである.

本研究で明らかにされた援要な知見の第 1は，女子大学生は r私語をするJr勉強をしなし、Jr先生の怒ロを

言う」といった，いわゆる学校内規範から逸脱した行為をすることを自ら認めている点である.しかもそのこと

をそれほど惑いことだとは認知していないことは，安藤(1的Oa)りで報告された，これらの反社会規範行為に対

する許容度の結果から推測することができる.この結果によると，これらの反社会競範行為を女子大学生がする

ことをどう思うかとL、う質問に対して r私語をするJ が2.39，r勉強をしな¥"'Jが2.34，r先生の窓口をきう J

が1.59とし、う王子均評点を示し (r許されるj を l点 rやや許されるJ 2点 rやや許されなし、J 3点 r許され

ないJ 4点として計算した儀)，これらの行為に対して，女子大学生は「許されな'-'J より「許される」方向に

かたよった認知をもっていることが明らかにされた.つまり，以上の結果から，女子大学生のこれらの反社会規

範行為に対していだいている気持ちを端的に表現すれば rこれらの行為をたし、して惑いとは思っていないので，

実際にそのような行為をしている」ということになろう.

今回得られた委委な知見として指摘すべき第2の点は，女子大学生の向じ大学に所隠する仲間の学生に対する

認知の分析，そして教師からイメージされている自己像に対する認知の分析，という 2つの視点からの規範行為

に関する分析を通じて r不信の構造J とでもいうべきものが浮かび上がってきたことである.すなわち，結果

-85-



(安藤)

から切らかになったように，被験者となった女子大学生は，社会的規範にそった行動をしようとする自らの規範

性について，同じ大学の平均的な学生よりは高いと考えている.つまり自分のことを全く逸脱行為をしないよう

な聖人君子のような人間だとは見てし、ないが，しかし少なくともまわりにいる仲間よりは規範を災く守る人間

だと認知しているのである.このような気持ちがどのような過程を経て彼女らに緩成されたかについては，今回

の研究では採ることはできない.しかし，少なくともこのような気持ちをL、だし、ている学生が，自分の所属する

大学に対してあまり強い帰属意識をもっていないことは容易に推測できる.そしてこの結果から r自分はみん

なとは違うのだ」と L、う意識を顕在化させ，燦範性の低い仲間と自分とを切り離すことで，なんらかの康問(た

とえば，不本えま入学や大学に対する不適応感)で低下した白書事心を高めようとしている学生の姿を読みとること

ヵ:で、きる.

また学生たちは，自分たちの規範怒識について教的から良いイメージで見られていないと思っている.つまり，

教師は自分たちを規範意識の希務な人間だとみている，と彼女たちは思っている.ここにも学生と教師との聞の

「不信の構造」をみてとることができる.このことは，自己の反社会規範行為についての認知と反社会規範行為

について教獅イメージに関する認知との問に認められた，大きな認知的ギャッブの存在から推測することができる.

女子大学生たちが，教師に対してそのギャップを埋めて欲しい，すなわち教富市が思うほど規範意識が低くもな

く，逸脱的でもない自分たち女子大学生の本当の姿を知って欲しい，と L、う気持ちをもっているかどうかまでは

今回の研究からはわからない.しかしもし彼女たちにそのような気持ちがなかったとしたら，それは教締が自

分たちのことを理解してくれる可能性に期待していないことを意味するものであり，お互いに渡解し合えない

(あるいはそう思っている)この状態は，問じ空間と 11寺郊を共有する教師と学生との関係として，これほど不幸

で非生産的なことはないだろう.そしてし、つまで、たっても，教師は学生のことな規範主主識が希簿だとI嘆き，「?去

の学生はそうで、はなかった.もっとしっかりせよ」と学生を叱l宅激励し，それに対して学生はそのような教師の

嘆きや教飾による叱1;(・激励を無視するか，あるいは「それは自分のことについて設われているのではなし、」と

聞き流す，とL、う現夜の意志の疎通電ど欠いた教師と学生のi鶏係は変わらないであろう.

しかしもしそうではなく，自分たち女子大学生の本当の姿を知って欲しいと L、う気持ちをいだき，教Iffiliの理解

に期待ないだいているとしたら，少しでもその期待に応えるよう努力することが，現在の教師に諜せられた責務

であるといえよう

中野収(1985)引は， 1980年代をさまざまな価値を相対化してしまう，本格的な文化の成熟期であると見てい

る.その前の 70年代には，価値'a:'再建し統合しようとする気持ちが若者たちの気持ちの底流としてまだ流れ

ていたが，そのような価値への希求は 80年前後には文化の洗練の前に終駕してしまったとみなす.

そのような変化の中で，若者の;官、識の中からイデオロギーと権威が消え去り，それまでそれを支えてきた組Ii倣

の多様化が進行した.そして表者一般の意識や関心が，それまでの公的な領域から私的な領域へと移りはじめ，

個別主義，私生活中心主義，享楽主義などが若者の窓識の中に深く板女広げはじめたのである.ここに宣って，

若者の意識はある価値の周辺に収飲することをやめ，心情や行動において個性的，多元的な様相を援するように

なった.そして，一義的にある価値にコミットする態度は「ダサ」さの象徴として忌避されるようになった.

このようなH寺代の変化の中で，さまざまな規範が変化の波に洗われているのは当然で、あり，間じ規範がその構

造や機能'a:"it:く変化させることなく，長期にわたってその強制力を発搬し，社会的行動の客観的なプレ…ム・オ

ブ・レファレンスとして機能し続けるというのは，もはや幻想にすぎないというべきなのかもしれない.

今回は若者の窓識の変化を規範意識の観点から分析してみたが，この変化を「低下」と L、う言葉でi泣き換えて

論じ続ける限り，若者はいつまで、たっても，おとなにとっては「新人類」であり「呉屋人Jであり続けるであろう.
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